
 

 

 

 

Ⅴ 主要事業の概要 



第１「こうつう」 

（企 画 交 通 課） 
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第第第第４ ４ ４ ４ こうつうこうつうこうつうこうつう    

１ １ １ １ 総合交通政策総合交通政策総合交通政策総合交通政策のののの推進推進推進推進（（（（福岡県交通福岡県交通福岡県交通福岡県交通ビジョンビジョンビジョンビジョン２０１２２０１２２０１２２０１２））））    

 （ （ （ （１１１１） ） ） ） 交通交通交通交通ビジョンビジョンビジョンビジョンとはとはとはとは    

平成２３年度（平成２４年３月）に県のマスタープランである「福岡県総合計画（以下「総合計

画」）」とそれを交通部門から支える個別計画として、「福岡県交通ビジョン２０１２（以下「交通

ビジョン」という。）」を策定しています。 

県民生活の「安定」「安全」「安心」を向上させるためには、「総合計画」の基本的な考え方を踏

まえ、交通関係者（県民、交通事業者、行政）が同じ方向に向かって交通施策を進めることで、道

路交通、鉄道交通、海上交通及び航空交通が連携を図り、快適な交通環境を構築することが必要で

す。 

「交通ビジョン」は、まさしく、交通関係者が協働して快適な交通環境を構築するための交通施

策の方向性を示すものです。 

 

 （ （ （ （２２２２） ） ） ） 将来像将来像将来像将来像とととと基本理念基本理念基本理念基本理念    

「総合計画」に示されている「福岡県が目指す姿」及び交通の役割を踏まえ、「交通ビジョン」に

おける「将来像」と「基本理念」を以下のとおりとします。 

なお、「将来像」全てにおいて「地球環境への配慮」を行うこととします。 
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（３） 方針と主要施策 
「将来像」を念頭において、交通の「課題」を整理し、交通の「課題」から１２の「方針」と３

３の「主要施策」を導いています。 
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（４） 交通ビジョンの推進 
 「交通ビジョン」推進のため、交通関係者が連携を図り、ハード・ソフトを組み合わせた施策を

実施します。 

 

また、「交通ビジョン」推進のために、「交

通連携施策検討協議会」（学識経験者、県民、

交通事業者、行政などで構成）を設置し、こ

の協議会において、地域の需要に応じて交通

関係者が連携する施策を提案・検討し、交通

関係者が協働して施策を推進します。 
 施策の推進にあたっては、ＰＤＣＡ

（Plan-Do-Check-Action）サイクルにより、

施策の実効性高める好循環の構築を図りま

す。 
  

（５） 計画期間 
 計画期間は、今日の経済・社会の変化の大きさと速さを考慮し、10 年程度先の社会を見据えつ

つ、実効性のある計画期間として 5 年間（平成 24 年度～平成 28 年度）とします。 

 

38



 39

２ ２ ２ ２ 福岡県福岡県福岡県福岡県のののの公共交通 公共交通 公共交通 公共交通 

福岡県はＪＲ九州や西日本鉄道などの鉄道網が整備され、九州各地や本州方面を結ぶ高速バ

スとともに交通ネットワークを形成しています。しかしながら、利用者数の減少により存続の

厳しい路線もあり、福岡県では関係機関とともに各種の協議会を設置して、こうした公共交通

機関の利用を促進するとともに、利便性の高い交通ネットワークの整備の促進を図っています。 

 

【 【 【 【 協議会 協議会 協議会 協議会 】 】 】 】 

（（（（１１１１））））九州地域鉄道整備促進協議会 九州地域鉄道整備促進協議会 九州地域鉄道整備促進協議会 九州地域鉄道整備促進協議会 

            九州地域鉄道整備促進協議会は、旧国鉄から民営化したＪＲ九州を、行政として支援する

ために九州八県で設立しました。現在は鉄道の利便性向上や、安全運行などの実現に向け、

ＪＲ九州等への要望活動、先進事例の調査・研修などを行っています。    

    

（（（（２２２２））））福岡県地域交通体系整備促進協議会 福岡県地域交通体系整備促進協議会 福岡県地域交通体系整備促進協議会 福岡県地域交通体系整備促進協議会 

福岡県地域交通体系整備促進協議会は、福岡県と県内自治体や民間団体が一体となって交

通体系整備を促進する目的で設置されたもので、県内各地の交通に関する要望事項を取りま

とめて交通事業者へ働きかけをおこなうほか、交通体系整備に関する調査の実施や、市町村

の事務担当者向けの研修会の開催などを行っています。 

 

（（（（３３３３））））そのそのそのその他他他他のののの協議会 協議会 協議会 協議会 

九州運輸局が設置する福岡都市圏交通対策協議会や北九州都市圏交通体系整備推進協議

会、タクシー特定地域協議会等に参画し、公共交通の利用促進やその他の交通に関する諸課

題に対応しています。 
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本県の交通網 
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３ 九州新幹線鹿児島ルート 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 概要 
九州新幹線鹿児島ルートは、博多駅から鹿児

島中央駅に至る、全長が約２５７ｋｍの全国新

幹線鉄道整備法に基づく整備新幹線です。 

先行して着工した新八代～鹿児島中央間約

１２７ｋｍについては平成１６年３月１３日

に、残る博多～新八代間約１３０ｋｍについて

は平成２３年３月１２日に開通しました。 

全線開通により、博多～鹿児島中央間の所要

時間（最速）は新幹線整備前の３時間４０分か

ら１時間１７分となり、２時間２３分の時間短

縮が図られることとなりました。（次頁参照） 

 
（２） 新幹線の整備 
整備新幹線の整備は、独立行政法人鉄道建

設・運輸施設整備支援機構が鉄道施設を建設及

び保有し、その施設を JR に貸し付け、JR が

鉄道事業を運営するいわゆる上下分離方式に

よって行われています。 
その建設費用は、国と沿線地方公共団体が負

担することとなっており、博多～新八代間の総

事業費８，９２０億円のうち、福岡県の負担額

（駅設置市分を含む）は１，２５１億円となっ

ています。 
 
（３） 整備効果 
九州新幹線鹿児島ルートの全線開通は、様々

な効果をもたらしています。 

① 通勤・通学圏の拡大によるライフスタイ

ルの変化 

② パークアンドライドの推進 

③ 観光客・修学旅行者の増加 

④ 集客エリア・観光ルートの広域化 

⑤ 物産品販売額等の増加 

⑥ 商圏の変化 

⑦ 福岡県南地域の振興 等 
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★ ☆ 九州新幹線鹿児島ルートデータ ☆ ★ 
   

  １ 博多～鹿児島中央間の所要時間（最速） 

・ 新幹線整備前           ３時間４０分 

・ 新八代～鹿児島中央間部分開業後  ２時間１２分       １時間２８分短縮 

・ 博多～鹿児島中央間全線開業後   １時間１７分  ５５分短縮 

 

  ２ 博多～鹿児島中央間の最高速度   

２６０km/h 

 

３ 博多～熊本間の利用者数（ＪＲ九州発表） 

   
    

  ４ 新幹線エクセルパス（通勤・通学定期券）の利用者数 

・ H25.4末時点 

３，３５８人 （全区間） 

    

新８００系 

Ｎ７００系 
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４ 那珂川水上バス 
 

福岡都心を流れる二級河川那珂川は、商業店舗の集積する天神地区と交通の重要拠点である JR 博

多駅周辺地区の中間を流れ博多湾へ注ぐ都市河川です。このような地理的な利点を生かして、交通

渋滞の緩和、環境負荷の軽減、河川の生活空間としての利用や観光の創出等といった観点から那珂川水

上バスの運航が平成２３年３月から始まりました。 
この水上バス運行の実現にあたっては、官民が連携した「那珂川水上交通連絡協議会」において、治

水上の問題や運航安全上の課題の整理を行うとともに、都市部の新たな魅力創出の観点から水辺空間の

活用などの検討を行っています。   
航路は、市街地の中心にある天神中央公園に設置された船着場から、ベイサイドや能古島を結ぶコー

スに加えて、中洲や博多湾を遊覧する夜間の周遊コースを運航しています。 
今後も、多くの方に那珂川水上バスを知っていただけるように、県の広報等を活用して支援を続けて

まいりますとともに、那珂川水上バスが川に恵まれた都市・福岡の新たなる観光資源として、多くの方々

に親しまれるようになることが望まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

         

 

 
天神中央公園 ～  

ベイサイドプレイス博多 コース 
天神中央公園～能古島 コース 

那珂川水上バス 航路図 
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